











































































圏外での CGMMVはイギリスで Ainsworth(1935)の記載以前， 1921年頃から発生
があったといわれる.しかし， SI1ith (1949)によれば1939年頃から以降.Great Britain 
ではほとんど発生しなくなったということである. イギリスの他では， ドイツ， オラン
ダ，デンマーク，スエーデン，ロシヤ，チェコスロパキヤなどヨーロッバ諸国に発生が報
告され (1. 2， 5， 8， 11， 14， 17， 18)，アジアではインドで CGMMVの系統と見られる























































久留米落合 H，きちかぜ， 翠背2号，岡山三尺，大和三尺，理想、みどり. T-38-1， T-おー 2，
T-38-3)， カボチャ (Cucurbita moschata: 極早生小菊， 富津黒皮)， セイヨウカボチャ
(Cucurbita maxima:打木早生赤栗)，ペポカボチャ (Cucurbitaρeto:ポγキγ)，メロ
γ (Cucumis melo:ロッキー フォー ド)，シロウリ (Cucumismelo var. conomon:経大
白瓜)，マクワウリ (Cucumismelo var. makuwa:金呑)， トウガ (Benincasacerlfora: 
丸冬瓜)，スイカ (Citrul/usvulgaris;旭大和西瓜)， ヵγピョウ (Lagenarialeucantha 
var. clavata)，ヒョウタ γ Lagenarialeucantha var. gourda)，ニガウリ (Momordica
c harantia)"ヘチマ (Luffacylindrica) 
局部感染植物
チョウセγアザガオ (Daturastramonium)，ベチュユア (Petuniahybrida)，タパコ
(Nicotiana tabacum: -if"ムス γ，ホワイトパー レー 〉
非感染植物
Nicotiana glutinosa. Nicotiana rustica，トマト (Lycotersiconesculentum)，ナス
(Solanum m，longena)，トウガラシ (Catsicumannuum)， Chenotodium amaranticolor， 
ビー ト (Betavulgar;s)，ホウレγソウ (Stinaciaoleracoa)，セYエチコウ (Gomthrena
globosa)，インゲン (Phaseolusvulgaris)，アズキ (Phasoolusangulari冶，ダイズ (Soya
max)，ソラマメ CVicia faba)，ダイコ γ (Rathanussativω)， カプ (Brassicarata)， 
チシャ (Lactucasativa)，エゾギク (Callistethus chinonsis)，ヒャクニチソウ (Zinnia






















第 3表 粗汁液中の CGMMVの耐熱性と希釈限度
(OC. 10分)温 度
実験 無処理
60 70 75 80 
I 12 12 8 。 。
E 12 12 9 1 。
E 10 9 7 1 
希 釈 倍 数
10-1 10-2 10-3 10-4 10-5 

















4. CGMMVとTMVとの er088proteetion te圃t .， 
本報の CGMMVがサムスンタパコの接種葉に無病徴感染することを利用し.CGMMV 
とTMVとの crossprotection test を行なった.葉数 5~6枚に生長したサムスンタパ





























コ の 反 応 CGMMVの検出キュウリへの接種
TMV CGMMV 5/5，モザイタ，病徴変化なし 5/5.病徴発現おくれる
CGMMV TMV 5/5.モザイク，病徴発現2-5日おくれる
TMV 2/2.モザイク

























10 2α) 3∞4∞5∞ 
粒子の長さ mμ
第 1図 CGMMV粒子の長さの分布
リン酸 buffer(pH 7. 8)およびクロロホルム・ (dip法 negativestain試料による〉
プタノール混液と共にミキサーで磨砕し， ガーゼで滅過した後， 1，α氾g10分間遠心し






抗 CGMMV血清，抗 TMV血清，抗ORSV(倒ont句lossumringspot virus)血清と
CGMMV (キュウ 1)). TMV (タバコ). ORSV (カトレヤ)の各種組合せでの反応を徴
凝集反応法で調べた結果を第5表に示した.






512 1024 却484ω6 実塩票抗血清 抗 原
抗措 ~ ~ ~ ~ * * * + 




術品H-術品枠制t十世H- * * + 
抗TMV血清は秦野たばこ試験場より分懐を受け. 3倍希釈してー却。Cに保存Lていたものを用
いた
別の試験で抗 CGMMV 血清の原液~8倍希釈液も TMV と反応、を示さなかった. 用いた 3種の
抗血清はいずれも健全植物掬汁とどの希釈でも反応しない
抗原に用いた植物:CGMMV (キュウリ).TMV (タパコ).ORSV (カトレヤ)





TMVに似て長さ 3∞mμx18mμ の棒状であるなどの諸性質から， 本事訟のウイルスは
CGMMVに属するものと同定された.CGMMVは Ainsworthによって 1935年に始め
て記議されたが，このウイルスは Cucumbervirus 3 (CV 3)， Cucum;s virus 2 と
も呼ばれる.CGMMVの系統として Cucumberaucuba mosaic virus (= Cucumber 
yellow mosaic virus， Cucumber virus 4 (CV 4). Cucumis virus 2 A)がヨーロッパ







病徴は黄斑と云うよりは緑斑病徴であり， ヨーロッパ各国の CV4とは異なる. また，
Brcakら(1962)はCV4がサムスンタパコに明瞭な locallesionを生ずるとしている
が，本報のウイルスはタパコ接種葉に無病徴感染するだけで病徴をあらわさない.著者ら








ある)などから.CGMMVを TMVの系統と考える研究者もあったが， Knight (1955) 
は， CGMMVが TMVの諸系統とは異なる化学的組成をもつことから TMVとは別種の
ウイルスとすべきことを主張した.
著者らの CGMMVと TMVとの cro路 protectiontestの結果は既往の研究者の報告
した結果と本質的にはほぼ同織のものであり， 両ウイルスの聞に明瞭な crossprotection 
があるとは判定し難かった.さらに， ORSVも含めた血清反応試験の結果から見れば， CG 




リに， 1種の新ウイルス病が発生し， 一部には大きな被害が生じた.病植物は葉に vein
国ndingや緑斑の明瞭なモザイク症状をあらわし，果実は黄色斑点や緑色円形のコプ状隆
起を生じて奇形となる.ビニールハウス内では病楠物が萎凋する傾向も見られる.
病原ウイルス粒子は 300x 18mμ の梓状であり，キュウリ各品種の他，カボチャ，セイヨ
ウカボチャ，ベポカボチャ，シロウリ，マクワウリ，メロン，スイカ，カンピョウ， トウ
ガ，へチマ，ニガウリなどウリ科植物に全身感染し， タバコの接種葉に無病徴感染， チ









ウイルスはその諸性状から Cucumberg児 en mott1e mosaic virus (和名はキュウリ
緑斑モザイクウイルスと新称)と同定された.
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E: Dip法試料中に見られる CGMMV粒子， x40，O∞ 
F: CGMMV粒子 (directnegative stain)， x1∞，o 
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